
市報 高萩市市民憲章昭和囎年''月旧制定
1 ． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

1 ．元気で|動き、豊かなまちをつくりましょう

1 ，思いやりのある､あたたかいまちをつくりましょう
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5kmのスタート地点
一寒さをふきとばし

407人が力走
民
が
か
け
つ
け

一
月
十
三
日
㈹

第
十
回
新
春
高
萩

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
、
安
良
川
公

民
館
前
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
新
コ
ー

ス
で
、
小
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で

四
百
七
人
が
参
加

し
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

町
勺

も
ふ
き
と
ば
し

選
手
の
み
な
さ
ん

は
力
強
い
走
り
を

み
せ
て
く
れ
ま
し

たほ
た
く
さ
ん
の
一
巾

折
か
ら
の
寒
芸

ま
た

沿
道
に

温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

十
町
の
部
〔
｜
般
男
子
Ａ
〕
①
小
野

正
人
②
市
毛
竜
一
③
小
沼
博
〔
一
般

男
子
Ｂ
〕
①
長
岐
治
雄
②
丸
藤
幸
雄
③

関
口
武
史
〔
高
校
男
子
〕
①
鈴
木
裕

②
小
原
靖
③
大
森
裕
次
〔
オ
ー
プ
ン

男
子
〕
①
米
川
武
②
渡
辺
高
志
③
畠

山
緑

五
ｍ
の
部
旦
般
男
子
〕
①
鈴
木
一

利
②
渡
辺
勇
次
③
渡
辺
穣
〔
｜
般
女

子
〕
①
山
川
恵
美
子
②
飯
田
晶
子
③
佐

藤
恵
美
〔
オ
ー
プ
ン
女
子
〕
①
桑
名
京

子
②
川
隅
洋
子
③
小
形
妙
子
〔
中
学
男

子
〕
①
佐
藤
尚
光
②
西
沢
喜
一
③
神
長

賢
司

一
一
肺
の
部
〔
親
子
〕
①
板
垣
正
義
・

了
司
②
高
橋
伊
佐
男
・
顕
治
③
星
野
敏

司
・
大
輔
〔
小
学
生
〕
①
高
橋
喬
②

局
橋
正
訓
③
福
田
浩
文なかよく手をつないでゴール

親子の部優勝

板垣正義さん・了司さん

テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です



～始発・終着の特急ｶ芽新設～

国鉄ダイヤ改正3月14日

は
い
．
現
在
、
別
表
①
の
よ
う
に
、

上
下
線
で
、
急
行
、
特
急
十
九
本
が
運

転
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
す
べ
て

特
急
と
し
て
十
六
本
運
転
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
特
急
化
を
望
む
声
も
あ
り

質
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
ま
す
。

時
間
的
に
も
、
急
行
の
約
二
時
間
二
十

分
（
高
萩
～
上
野
）
が
、
約
二
時
間
に

短
縮
さ
れ
ま
す
。

ｌ
急
行
が
な
く
な
り
、
す
べ
て
特
急
に

な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が

てに

I
ま
ず
、
高
萩
駅
の
川
崎
一
男
駅
長

、
今
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
に
つ
い

い
く
つ
か
の
質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
上
越
、
東
北
新
幹
線
の
上
野
乗
り
入
れ
や
科
学
万
博
（
三
月

十
七
日
開
幕
）
の
利
用
者
輸
送
に
伴
う
改
正
で
、
高
萩
駅
の
列
車
運
転
状

況
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
高
萩
駅
と
市
民
の
声
を
間
い
て
み
ま
し
だ
。

止
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

今
年
の
三
月
十
四
日
附
に
、
国
鉄
の
全
国
規
模
に
わ
た
る
ダ
イ
ヤ
の
改

米
寿
を
迎
え
る
高
萩
駅

明
治
三
十
年
二
月
二
十
五
日
営
業
開
始

！

1 1 1崎一男さん

(高萩駅長）
（
‐
》

料
金
に
つ
い
て
は
？
高
萩
駅
始
発
、
終
着
の
特
急
が
で
き

る
そ
う
で
す
が
Ｉ

高
萩
駅
の
特
急
な
ど
の
ダ
イ
ヤ
改
正

内
容
は
、
別
表
②
の
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
始
発
、
終
着
の
特
急
が
そ
れ
ぞ
れ

三
本
ず
つ
新
設
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

多
客
期
（
年
末
年
始
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
、
お
盆
な
ど
。
）
に
は
、
平
発
着

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
普
通
列
車
を
含
め
た
上
下
線

七
十
四
本
が
八
十
一
本
と
、
全
体
的
に

は
七
本
の
増
と
な
り
ま
す
。
（
特
に
、

九
時
か
ら
十
六
時
の
間
の
本
数
が
増
え

ま
す
。
）

ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
、
料
金
の
改
正
は

； 喝
』
８
．

I

別表(1)

客
車
列
車
（
旧
式
車
両
）
は
上
下
線

で
四
本
あ
り
ま
し
た
が
、
全
廃
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
、
す
べ
て
の
列
車
が
電

車
化
、
自
動
ド
ア
と
な
り
ま
す
の
で
、

転
落
事
故
の
心
配
が
な
く
な
り
、
快
適

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
っ
て
も
四
月
以
降
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
現
在
の
上
野
ま

で
の
乗
車
運
賃
は
二
千
五
百
円
で
、
急

行
料
金
が
千
円
、
特
急
料
金
が
千
八
百

円
で
す
。

そ
の
他
に
改
正
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

本別下
下
上
下
上
下
ト

ーｊ

現

別
急
行

″

″

種
特
急

着

１

１

終

３

３

改 正

引l 上下別本数

急 下 7

上 9

後 イ丁
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皿
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並
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拠

鋤

狸

棚

涌Ｅ
可

正
三

ヱ
ー Ｊ

１
９
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卜

上

下
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９
６

２
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ｊ
ｌ

７
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下
上

７
７

３
３

三
口
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別表(2)

下 ’） 列 車 上 り 列 車

種別改正時刻種別現行時刻種別改正時刻種別現行時刻

特 9 ： 07 特 9 ： 00 特 6 ： 46 急 6 ： 44

ﾘノ ●10 ： 13 急 9 ： 41 〃 〃8 ： 16 8 ： 09

〃 ●12 ： 02 〃 11 ： 24 特 8 ： 21

〃 14 ： 05 特 13 鳥 58 〃11 ： 19 10 ： 19

ノ’ ●16 ： 57 急 16 ：45 ●12 ： 17 急 12 ： 30

〃 18 ： 37 ●14 ： 18 〃 14 ： 22

" 19 : 03 " 19 : 16 " 15 : 43

〃 21 ： 00 特 20 : 58 16 : 17 特 16 ： 21

17 ： 49 〃 17 ： 51

●18 ： 50 急 19 ： 54

20 ： 19 〃 20 ：44

そ
れ
で
は
、
次
に
現
在
の
高
萩
駅
の

乗客の利用状況を教えてください十七時九分発）

な
車
両
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
現
在
小
山

直
通
の
普
通
列
車
は
一
本
（
十
七
時
発
）

で
す
が
、
こ
れ
が
三
本
に
な
り
ま
す
。

（
七
時
四
十
一
分
、
九
時
二
十
五
分
、

一
日
平
均
で
、
約
一
万
三
千
八
百
人

の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

●印高萩終着 ●印高萩始発

2



1

惨
始
発
・
終
着
の
特
急
（
ひ
た
ち
号
）

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

｜
日
の
売
り
上
げ
は
、
約
二
百
三
十

四
万
円
、
貨
物
が
約
二
十
一
万
八
千
円

昭
和
五
十
八
年
度
の
水
戸
鉄
道
管
理
局

管
内
の
番
付
で
は
十
三
番
目
、
貨
物
で

は
九
番
目
で
す
。

往
復
キ
ッ
プ
や
定
期
券
な
ど
は
、
で

き
る
だ
け
地
元
の
高
萩
駅
で
購
入
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

ｌ
高
萩
駅
の
一
日
の
収
入
は
…
Ｉ

こ
れ
は
、
市
民
の
約
三
分
の
一
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
定
期
券
に
よ
る

利
用
者
は
約
八
千
人
で
す
。

ま
た
、
一
日
平
均
の
急
行
の
利
用
者

は
約
百
五
十
三
人
、
特
急
の
利
用
者
は

約
百
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

喜
ノ
ー
、

高
萩
に
止
ま
る
特
急
の
本
数
を
何
と

か
増
や
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
私
を
含
め
、
会
社
の
者
は

喜
ん
で
い
ま
す
。
月
に
平
均
一
回
、
多

い
人
で
三
、
四
回
は
上
京
し
ま
す
が
、

日
帰
り
が
多
い
の
で
、
特
急
が
増
え
れ

ば
ず
い
分
便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
帰
り
は
、
日
立
駅
で
三
十
分
も
待

つ
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
か
ら

…
。
そ
れ
に
急
行
は
ゆ
れ
が
激
し
い
で

す
か
ら
ね
。
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
、
乗

り
換
え
も
し
な
く
て
す
め
ば
本
当
に
楽

高
萩
駅
は
今
年
米
寿
の
年
を
迎
え
る

と
か
…

※
三
月
十
四
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い

て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
高
萩

駅
（
二
二
’
一
二
七
四
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
い
。
駅
の
営
業
開
始
は
、
明
治
三

十
年
二
月
二
十
五
日
で
す
か
ら
、
今
年

の
二
月
二
十
五
日
で
八
十
八
周
年
を
迎

え
、
「
米
寿
Ｌ
の
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
八
十
八
周
年
を
記
念
し
て
、
駅

で
は
一
日
駅
長
に
、
鈴
木
一
司
さ
ん
（
本

町
）
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
声
は
？

爺

多見芳光 さん

山之内簾）
ー

月
に
一
、
二
回
は
仕
事
の
仕
入
れ
や

講
習
会
な
ど
で
東
京
へ
、
ま
た
、
月
に

最
低
三
回
は
メ
ー
カ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
か

あ
り
水
戸
、
平
ま
で
出
か
け
ま
す
。

仕
事
の
あ
い
間
に
行
く
の
で
、
移
動
に

時
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
特
急
、

急
行
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
特
急
が

増
え
る
こ
と
は
、
時
間
が
短
縮
で
き
る

の
で
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
高

萩
駅
の
始
発
が
で
き
る
と
、
ゆ
っ
く
り

、
、
づ
Ｏ

座
っ
て
行
け
る
か
ら
い
い
で
す
＃

１
客
車
か
な
く
な
る
ん
で
す
か
ｌ

ち
ょ
っ
と
さ
び
し
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
：
．
。
学
生
の
こ
ろ
は
、
東
京
に
下
宿

し
て
い
た
の
で
、
よ
く
利
用
し
て
い
た

ん
で
す
。

日
帰
り
な
ど
で
上
京
す
る
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
Ｑ
キ
ッ
プ
を
使
え
ば
料
金

も
割
安
に
な
る
し
、
乗
り
換
え
の
心
配

も
な
く
な
っ
て
便
利
に
な
る
と
思
い
ま

↑
、
７
０ に

な
り
ま
す
。
一

ヨ

ま
た
、
上
京
す
る
時
に
は
、
「
Ｑ
キ
雫

Ｆ

ツ
プ
」
か
「
自
由
キ
ッ
プ
」
を
利
用
し
帳

て
い
る
の
で
、
往
復
特
急
に
来
れ
れ
ば
『

得
を
し
た
感
じ
で
す
ね
。

皇

高
萩
駅
の
乗
降
客
も
け
つ
こ
う
多
い
皇

弓

で
す
か
ら
ね
。
今
度
の
改
正
は
い
い
傾
詐

Ｆ剖

向
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大高雅子さん

(大高薬局）

識
開
催
中
は
、
こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
舞

晤
台
に
、
県
内
九
十
二
市
町
村
か
ら
、
そ

》
し
完
成
近
づ
く
茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン

邑鄙ⅡF二JﾛﾛFテJUpF苫剖FIFざョUUF＝ Fテヨ Ｆ丑』0F二 』11 剴 』11F二』師F妄剴

三
月
十
七
日
㈹
の
開
幕
ま
で
、
あ
と

一
月
余
り
と
迫
っ
た
筑
波
科
学
万
博
会

場
は
、
最
後
の
仕
上
げ
と
調
整
で
関
係

者
は
め
ま
ぐ
る
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。筑

波
山
と
霞
ヶ
浦
を
モ
チ
ー
フ
に
つ

く
ら
れ
た
茨
城
パ
ビ
リ
オ
ン
も
ほ
ぼ
完

成
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

高
萩
市
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た

§
§

科学博
だよ

ー

り
『

"85

句
花
貫
一
一

れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
郷
土
色
豊
か

で
、
多
採
な
催
し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。こ

の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
利
用
で
き
る
、

「
市
町
村
の
日
」
が
設
け
ら
れ
、
六
月

二
十
三
日
が
高
萩
市
の
日
と
決
ま
り
ま
／

し
た
。こ

の
日
に
当
市
で
は

市
民
ば
や
し

下
君
田
さ
さ
ら

丹
生
神
社
棒
さ
さ
ら

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
バ
ン
ド
演
奏

各
種
婦
人
団
体
等
に
よ
る

万
博
音
頭
の
踊
り

な
ど
の
出
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
演
時
間
は
、
午
前
の
部
が
十
一
時

か
ら
十
二
時
三
十
分
、
午
後
の
部
が
三

時
か
ら
四
時
三
十
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
市
の
日
は
、
郷
土
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
よ
い
機
会
で
す
。
ま
た
樅
事

出
演
者
も
三
世
代
に
わ
た
っ
て
、
多
く

の
か
た
が
参
加
し
ま
す
。
当
日
は
、
応

援
す
る
意
味
か
ら
も
、
多
く
の
市
民
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

差
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る

万
博
歓
迎
塔

芯



昭
和
九
卜
九
年
第
川
皿
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
ト
ー
月
十
一
日
に
開
会
し

十
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
二

十
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
案

件
一
件
、
報
告
五
件
、
議
案
二
十
件
、

意
見
吉
案
一
件
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報
告
関
係

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

戚
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

※
地
方
自
治
法
第
二
三
三
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
決
算
の
認
定

人
事
案
件

○
高
萩
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

熊
坂
吉
恵
氏
（
春
日
町
）
に
同
意

市
議
会
だ
よ
りり

十
二
月
定
例
会

条
例
関
係

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
家
庭
児
童
机
談
員
股
び
家
庭
奉
仕

貝
の
繩
州
に
つ
い
て
、
県
衲
肋
基
準

敵
の
引
き
上
げ
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正

○
高
萩
市
集
会
所
没
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
秋
山
中
集
会
所
の
新
築
に
伴
う
条

例
の
一
部
改
正

○
高
萩
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

※
防
災
会
議
の
委
員
の
中
に
、
指
定

地
方
行
政
機
関
の
職
員
及
び
高
萩
市
．

十
王
町
事
務
組
合
の
消
防
機
関
の
職

員
を
追
加
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正

○
高
萩
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
か
ん

が
み
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
改
善

を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
の
条
例
の

一
部
改
正

そ
の
他

○
踏
切
道
閉
鎖
の
同
意
に
つ
い
て

※
都
市
計
画
道
路
３
．
３
．
ｍ
号

ま
す
か
た

（
高
戸
～
上
手
棡
線
）
の
桝
形
立
体

予
算
関
係

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
三
号
）
ほ
か
八
件

（
）

一
般
質
問
の
要
旨

○
教
育
施
設
の
件
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
交
通
事
故
対
策
の
件
に

つ
い
て

○
新
年
度
に
お
け
る
福
祉
行
政
の
件
に

つ
い
て

○
新
年
度
に
お
け
る
財
政
方
針
と
重
点

施
策
に
つ
い
て

○
松
岡
中
学
校
屋
内
運
動
場
移
設
工
事

随
意
契
約
に
つ
い
て

○
顛
似
施
設
に
つ
い
て

○
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

○
市
指
定
文
化
財
（
旧
穂
積
家
）
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て

○
福
祉
事
務
所
の
面
接
室
改
善
に
つ
い

戸
」 交

差
の
建
設
に
伴
い
、
国
鉄
常
磐
線

立
体
交
差
の
供
用
開
始
と
同
時
に
高

戸
里
道
踏
切
道
を
閉
鎖
す
る
も
の
。

⑯
桝
形
立
体
』
父
差
の
完
成
は
、
お
お

む
ね
昭
和
六
十
三
年
ご
ろ
の
予
定

で
す

○
高
萩
都
市
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て※
都
市
計
脚
道
路
３
．
３
．
ｍ
号

（
高
戸
～
上
手
綱
線
）
に
、
地
下
道

を
設
置
し
、
利
用
者
の
利
便
性
、
安

全
性
を
図
る
必
要
か
ら
の
都
市
計
画

道
路
の
変
更

○
手
綱
工
業
団
地
の
企
業
進
出
に
つ
い

て※
金
属
鉱
業
事
業
団
の
進
出
を
認
め

ヲ
（
》
○

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

■
採
択
さ
れ
た
も
の

○
有
明
市
営
住
宅
の
海
岸
通
り
舗
装
に
州

関
す
る
陳
情

○
高
戸
堀
改
修
に
関
す
る
陳
情

○
集
会
施
設
の
整
備
に
関
す
る
陳
情
州

○
郵
便
貯
金
非
課
税
制
度
並
び
に
マ
ル
ト

優
制
度
存
続
に
関
す
る
意
見
書
提
出
価

に
つ
い
て
の
陳
情

○
郵
便
貯
金
や
マ
ル
優
な
ど
非
課
税
貯
恥

蓄
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
小
額
貯
恥

蓄
の
現
行
利
子
非
課
税
制
度
の
継
続
帳

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
何

請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
国
鉄
の
分
荊
、
民
営
化
、
首
切
り
に
》

つ
な
が
る
「
派
遣
」
「
休
職
」
「
退
《

職
」
に
反
対
し
、
国
民
の
く
ら
し
と
拠

足
を
守
り
、
国
民
の
民
主
的
再
建
を
《

求
め
る
意
見
耆
提
出
に
つ
い
て
の
陳
勢

情
○
国
鉄
の
「
分
割
、
民
営
化
」
に
関
す
恥

る
請
願

○
電
電
公
社
制
度
改
革
に
関
す
る
決
議
《

を
求
め
る
請
願

○
高
浜
町
三
丁
目
私
道
排
水
溝
設
置
の

件
に
つ
い
て

○
春
日
町
市
道
ａ
五
十
号
線
排
水
溝
の

件
に
つ
い
て

○
市
道
一
六
三
号
線
拡
川
の
件
に
つ
い

て
○
市
道
六
川
号
線
暗
渠
改
修
の
件
に
つ

、
期
云
』

》

一
月
二
十
日
⑧
か
ね
て
か
ら
老
朽

化
の
た
め
建
設
を
進
め
て
い
た
石
滝
公

民
館
が
完
成
し
、
地
元
の
み
な
さ
ん
や

し
、
ん

関
係
者
約
百
三
十
名
が
出
席
し
て
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
石
滝
四
八
三

’
三
）
、
木
造
平
屋
建
、
建
築
面
積
百
十

七
・
五
八
㎡
、
敷
地
面
積
六
百
十
一
・

三
六
㎡
、
総
工
費
一
千
二
百
五
十
万
円

意
見
害
案
に
つ
い
て

○
郵
便
貯
金
非
課
税
制
度
並
び
に
小
額

貯
蓄
制
度
の
現
行
制
度
存
続
に
関
す

る
意
見
書
案
の
提
出
に
つ
い
て

※
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
、
関
係
機
関
へ
の

意
見
書
の
提
出

（
議
会
事
務
局
）

石
滝
公
民
館
が

完
成
し
ま
し
た

…
鞠

・

・

玉

幸

己

・

一

二

掌

Ｆ

・

三
酉

・

・

・

・

・

・

■

Ｐ

完成した石滝公民館

4 4 U b D b D I dHHI MH, h P P I Hh p l 4 4 IH q I d q I d h p h p d lﾄ HHh ,P p I D q IkNP I q Ⅱ Ⅱ l p I b 4n 4卜 I
闇 Ⅱ dh 園P ■ 手

4



今
年
の
一
月
一
日
か
ら
国
籍
法
、
戸

籍
法
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

外
国
人
と
の
結
婚
で
生
ま
れ
た
子
の

国
籍
の
こ
と
、
日
本
人
と
結
婚
し
た
外

国
人
の
帰
化
の
こ
と
、
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
が
、
こ
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
を
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

父
母
両
系
主
義
が
採
用
に

い
ま
ま
で
は
、
父
が
日
本
人
で
な
け

れ
ば
、
生
ま
れ
た
子
は
日
本
人
に
な
れ

な
か
っ
た
の
が
、
父
母
の
一
方
が
日
本

人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
は
日
本
の
国
籍

が
得
ら
れ
る
、
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
重
国
籍
の
防
止
、
解
消

し
か
し
、
こ
の
父
母
向
系
主
義
で
す

と
二
重
国
籍
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
い

ま
す
。
例
え
ば
、
父
が
韓
国
人
、
母
が

日
本
人
の
子
は
、
韓
国
籍
だ
け
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
日
本
の
国
籍
も
得

ら
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
制

度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
籍
選
択
制
度

二
つ
の
国
籍
を
持
つ
子
は
、
原
則
と

し
て
二
十
二
歳
に
な
る
ま
で
に
、
ど
ち

ら
か
の
国
籍
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

’
｜

国
際
化
時
代
に
国
籍
法

戸
籍
法
の
一
部
改
正

せ
ん
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
日
本
国
籍

を
選
択
し
た
い
場
合
は
、
「
国
籍
選
択

届
」
を
市
町
村
長
へ
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
国
籍
選
択
届
」
を
期
限
内
に

提
出
し
な
い
と
、
自
動
的
に
日
本
の
国

籍
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

帰
化
の
条
件
が
緩
や
か
に

日
本
人
と
結
婚
し
た
外
国
人
が
、
夫

で
あ
る
か
、
妻
で
あ
る
か
で
、
居
住
の

条
件
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
条
件
を
同
じ
く
し
て
、
三
年
以
上

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
必
要
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
帰
化
申
請
本
人
の
生
活

能
力
が
、
原
則
と
し
て
世
帯
単
位
の
生

活
能
力
で
判
断
、
と
い
う
こ
と
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

国
籍
の
取
得
は
届
け
出
制
で

前
に
述
べ
た
父
母
両
系
主
義
は
、
今

年
の
一
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
四

十
年
一
月
一
日
か
ら
五
十
九
年
十
二
月

三
十
一
日
生
ま
れ
の
子
で
、
母
が
今
も

日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
六

十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
法
務

ー
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添
付
書
類
の
う
ち
縛
誰
明
書
は
歎
複

》

輯

目

《

Ⅱ

叫

晶

坐

』

》

》

Ⅱ

恥

溌

贈

和

六

十

年

度

の

高

瀧

市

ｆ

十

王

町

議
鵜
組
合
建
設
工
事
謡
の
指
名
願
い
を

知

州

織

岬

岬

呼

叫

織

恥

》

恥

》

恥

ｒ

卸

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｔ

皿

己

弓

州

一

一

』

一

受

職

撒

け

ま

す

。

蕊
職
場
所

郷
蕊
談
議
登
諾
王
町
事
務
溺
蜜
事
務
局

蒜
癖
永
瑠
三
謎
諾
一
「
感
鐡
侭
恥
二
九
一
￥

七
》
岬
“
：
Ｊ
〉
口
小
皿
如
坤
咋
叫
一
印
郡

泌
蕊
け
付
け
の
日
ど
り
鰍
お
ま
ぴ
申
請

Ⅶ
“
Ⅷ
樹
立
Ｐ
高
萩
・
誰
王
八
＆

広
域
下
水
道
組
合
関
係

剛
“
昭
和
六
十
年
度
の
日
髄
。
高
萩
・
十

王
広
域
下
水
道
組
合
建
設
工
事
等
の
指

名
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
場
所

端

幸

嵐

蕊

寵

水

道

組

合

庶

務

課

（

高

萩

市

沖
設
安
良
川
七
四
～
一
壷
二
二
Ｉ
五
五
一
七
）

受
け
付
け
の
日
ど
り
、
お
よ
び
申
請
書

類
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
と
同
じ
で
す
。

必
嵩
萩
市
心
十
王
町
事
務
組
合
関
係

類
に
つ
い
て
ほ
〈
市
役
所
と
同
じ
で
す
。



く
う
年
も
個
人
市
県
民
税
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
期
間
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。正

し
く
申
告
し
て
納
得
の
い
く
税

金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

個
人
市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告

指
導
や
受
け
付
け
を
二
月
十
八
日
か
ら

別
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
市
役
所
税
務
課
で
、
毎
日
受
け

税
務
課
で
毎
日
受
け
付
け
し
ま
す

確
定
申
生

デ
カ

ト
キ

甸
〆
寺
〈

：
Z

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

付
け
し
ま
す
。
（
土
曜
日
の
午
後
、
日

曜
日
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。
）

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内

に
居
住
し
て
い
た
人
で
、
営
業
、
農
業
、

そ
の
他
の
事
業
、
雑
収
入
、
讓
渡
、
山

林
所
得
な
ど
の
あ
っ
た
人
で
す
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
の
み
の
人
は
、

原
則
と
し
て
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
勤
務
先
で
市
役
所
に
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
は
、

本
人
が
直
接
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
年
中
に
災
害
を
受
け
た
こ

と
に
よ
る
雑
損
控
除
、
自
分
や
家
族
が

病
気
に
な
っ
て
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
人
は
、

個
人
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

○
個
人
市
県
民
税
（
確
定
申
告
を
含
む
。
）

の
申
告
を
さ
れ
た
人
は
、
個
人
事
業
税

の
申
告
を
し
な
く
と
も
よ
い
こ
と
に
な

市
県
民
税
！

Z

（
》

Z

っ
て
い
ま
す
。

申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

、
１
Ｊ
ノ
ー
Ｉ
寺
と
Ｌ

ｕ
向
錦

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
書
類

申告指導並びに受け付け日程表別表

2月16日から

3月15日まで

所
4,日

｣笏

次
、
み
な
さ
ん
の
地
域
別
に
税
務
課
か

ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。

申
告
耆
に
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
、
扶
養
親
族
名
な
ど
必
要
な
こ
と

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

③
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
の
領
収
証
書
、
ま
た
は
、

納
税
証
明
書

㈹
生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
、
個
人
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
た
領
収
書

⑤
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
言

申
告
の
用
紙
は
直
接
郵
送
し
ま
す
。

申
告
用
紙
は
、
日
程
に
合
わ
せ
て
順

〆
》

駒木原集会所2月22日㈱ 北組公民館秋山中公民館〃

が
ら
を
同
封
の
申
告
書
記
載
例
を
参
考
６

に
書
い
て
く
だ
さ
い
・

申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
恋
二
三
’
二
二
一
内
線

二
○
一
～
二
○
五
）
へ
ど
う
ぞ

（
お
し
ら
せ
）

昭
和
五
十
九
年
度
確
定
申
告
の
受
付

と
き
三
月
五
日
㈹
午
前
九
時
～
午

後
四
時

と
こ
ろ
高
萩
市
商
工
会
館

対
象
者
青
色
申
告
者

主
催
高
萩
市
商
工
会

高
萩
青
色
申
告
会

下手綱公民館 安良川公民館2月25日(月） 秋山下公民館〃

南組生活改善

センター
有明町集会所石滝公民館2月26日(火） 〃

2月16日～

3月15日ま

で毎日 （た
だし、土曜

日の午後・
日曜日は除
ノ 1
、 ノ

午前8時30分

～午後5時ま

で

高萩市役所、税務課

月 日

2月18日(月）

2月19日(火

2月20日㈹

2月21日附

午前10時～

午後3時まで

』

『

〃

若栗公民館
大能生活改善

_衿、,′々－
ー一／

関口公民館高戸公民館

下組公民館行人塚集会所

秋山ナカラ集会所

山手公民館

島名多目的研

修会館

下君田老人ク

ブラブ集会所



…死

458 が

なの仲間

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
今
年
は
、

市
内
で
四
百
五
十
八
人
の
新
成
人
が
お

と
な
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
の
新
成
人
の
か
た
が
た
が
生
ま
れ

た
、
昭
和
三
十
九
年
と
四
十
年
は
、
新

潟
大
地
震
が
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
か
れ
た
年
で
す
。
そ
の
時
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
も
、
二
十
歳
に
。

こ
の
日
、
第
三
十
一
回
高
萩
市
成
人

式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
三
百
十
九

人
の
成
人
者
（
男
百
五
十
五
人
、
女
百

六
十
四
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

成
人
者
を
代
表
し
て
、
関
根
克
昌
さ

ん
（
関
口
）
は
、
「
明
る
く
豊
か
な
社

会
を
担
う
高
萩
市
民
と
し
て
、
若
さ
と

行
動
力
で
、
地
域
社
会
涌
動
に
積
極
的

に
参
加
し
た
い
酉
と
力
強
く
述
べ
ま
し

た
」
○

（
秋
山
）

社
会
に
出
て
二
年
め
。
囲
り
の
人
は

喜
ん
で
く
れ
ま
す
が
、
ま
だ
実
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。
勝
田
の
寮
に
入
っ
て
い
る

の
で
、
親
元
を
離
れ
た
自
由
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
責
任
を
も
っ
て

行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

沼
田
透
送
」
ノ
ル

ー

一
月
十
二
日
で
二
十
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
に
責
任
を
持
た
な
く
て
は
．
…
：
と
思

い
ま
す
。
今
は
仕
事
を
一
生
懸
命
し
て

二
十
三
歳
ま
で
に
は
結
婚
し
た
い
と
思

う
の
で
す
が
…
。

き
ょ
う
は
、
朝
四
時
半
に
起
き
て
、
一

五
時
に
美
容
院
へ
行
き
ま
し
た
。
訓
歳
》

の
実
感
・
・
・
？
ま
だ
な
い
で
す
ね
。
四
》鵠

月
か
ら
社
会
人
に
な
る
の
で
、
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
野
明
子
さ
ん

村
山
育
代
さ
ん

ヂーヘ

赤
（
春
日
町
）

品

§

ｳ斤
1ノ、

、亀一一
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一
月
六
日
⑪
有
明
町
（
駅
東
口
か

ら
海
岸
に
通
ず
る
市
道
上
）
で
恒
例
の

消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
観
閲
や
第
四
分
団
、
第
十
九
分

団
の
代
表
演
技
に
続
い
て
、
消
防
に
功

労
の
あ
っ
た
団
貝
や
協
力
さ
れ
た
か
た

が
た
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
あ
と
、
今
年
一
年
間
の
火
災
予

防
を
願
っ
て
、
力
強
い
消
防
自
動
車
に

よ
る
分
列
行
進
や
寒
風
を
突
い
て
の
市

内
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
出
初
め
式

灘

灘

議
の
予
防
を
願
っ
て

の

ｰ

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

優
良
分
団
表
彰
第
十
六
分
団

永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
穂
積
政
次
、

功
労
章
表
彰
小
野
正
好
、
永
年
勤

続
消
防
職
団
員
妻
女
に
対
す
る
感
謝

状
穂
積
千
代
子
、
篠
原
和
子
、
荒
川

千
惠
子
、
桑
原
つ
め
、
小
野
央
子

高
萩
市
長
表
彰
退
職
団
員
感
謝
状

贈
呈
下
山
田
義
郎
、
鷲
野
谷
利
雄
、

藤
本
一
、
大
高
実
、
鈴
木
斉
、

宇
佐
美
卓
、
棚
谷
良
比
古
、
宇
佐
美
勉
、

下
山
田
長
政
、
石
井
一
明
、
鈴
木
敬
次

郎
、
泉
菫
、
沼
田
傅
、
神
谷
永
三
、

矢
渡
徹
、
宇
野
重
久
、
鈴
木
行
雄

消
防
長
表
彰
第
四
、
第
十
九
分
団

消
防
団
長
表
彰
第
十
五
分
団
７

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
大
部
正
、

荒
川
義
次
、
桑
原
正
人
、
浅
川
徳
夫
、

篠
原
新
一
郎
、
大
島
義
市
、
鈴
木
藤
雄
、

村
松
信
夫
、
豊
田
収
二
郎
、
松
本
信
夫
、

鈴
木
高
雄
、
野
木
盛
吉
、
本
多
忠
二
、

鈴
木
康
司
、
神
長
政
男

茨
城
県
知
事
表
彰
三
十
年
以
上

穂
積
政
次
、
篠
原
新
一
郎
、
荒
川
義
次
、

桑
原
正
人
、
小
野
正
好
二
十
年
以
上

石
川
武
信
、
大
和
田
信
明
、
金
沢
和
男
、

松
本
勇
、
田
那
辺
義
浩
、
鈴
木
賢
治
、

塚
原
春
夫
、
斉
藤
忠
、
白
土
一
恵
、

下
山
田
義
昭
、
広
木
浩
二
、
鈴
木
修
二
、



。

鱗

▲同じ 12月28日㈲轌｢F園て

▲12月16日（日） 安良川の愛正園でクリスマス会が

行われました。入園者の家族や職員、地域の人た

ち約200人が参加して、楽しいひとときを過ごし

ました。写真は、和野しらさき子ども会の人たち

の発表会です。

もちつき大会が行われました ヘ
、

園者も、みんなにささえられても

ちつきに参加 ガンバ'1ノテ〃

一～

ｑ
十
二
月
二
十
七
日
附
勤
労
冑
少
年
ホ
ー
ム
の
大

掃
除
に
、
高
萩
第
団
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
カ
ブ
隊

が
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ホ
ム
が
で
き
た
六

年
前
か
ら
、
毎
年
続
け
て
い
る
も
の
で
「
毎
月
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
礼
で
す
山
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ー

…静瀞:

ｑ
十
一
月
二
十
六
日
伽
臨
海
学
園
で
、
市
内
の
各

種
団
体
な
ど
、
約
五
十
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
て
、
歳
末
慰
問
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
つ
き
た
て
の
も
ち
を
ほ
お
ば
り
、
た

の
し
そ
う
な
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

（
一

癖箪畷；
蕊i4 2 J
悪 包

準篭 ，識．手篭霞一
…

潮津韓…

溌識

灘鰄輻罫謝

<響X,醗騨
珸呂蕊織

▲1月27日（日） 第11回高萩市子ども会育成連

合会松岡支部の駅伝大会が、松岡小学校前→

杉岡→関根川の1周1 ,600mのコース(4周）

で行われました。参加チームは20チームで、

小学生は600m､中学生、 般は1 ,000m､

沿道での応援者を含め約450人が参加しまし

た。

溌溌職撒灘溌灘篭蕊曇 蘭畔M職燃犠蕊§蕊I…灘ボ』…常1『

▲1月10日附市の交通指導隊(20人）は、早朝八幡神宮に

集合し、交通事故撲滅の祈願を済ませ市役所玄関前で市長か

ら新年の言l1 1辞を受けました。その後、高萩警察署で、高萩・

北茨城・十王民間交通指導隊連絡協議会（照山昭一隊長、隊

員数50人）の2回目の合同実技研||多会に参加しました。
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長
禄
五
年
二
四
六
二
の
記
事
に

「
法
相
ち
や
せ
ん
あ
し
洗
六
」

と
あ
る
。
「
法
相
」
の
法
名
を
つ
け
ら

れ
た
こ
の
人
物
は
、
生
前
「
ち
ゃ
せ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
ち
ゃ
せ
ん
」
は

茶
莞
で
、
抹
茶
を
た
て
る
と
き
、
茶
を

か
き
ま
わ
し
て
泡
を
立
て
る
道
具
で
、

竹
筒
の
半
分
以
下
を
細
く
割
っ
て
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
人

倉”満､I等
厳又(''')｡

赤浜妙法寺過去帳

(百）

志田諄一

2歳児歯科健診

荒井登くん（2歳）

お田さんの道子さん

島名2070

と物
は
茶
笑
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
売
り
歩

く
こ
と
を
職
業
と
し
て
い
た
の
で
あ
る

、
「
ノ
Ｏ

近
代
以
前
、
茶
笑
売
り
は
鉢
叩
（
は

ち
た
た
き
）
と
か
磐
打
（
か
ね
７
ち
）

と
も
呼
ば
れ
、
遊
行
上
人
の
門
徒
が
多

か
っ
た
。
「
空
也
上
人
絵
詞
伝
」
に
、

つ
ぎ
の
よ
↑
７
に
み
え
る
。

天
暦
五
年
（
九
五
二
に
平
安
京
で

温
病
（
熱
病
）
が
流
行
し
て
、
死
体
が

山
の
よ
う
重
な
り
、
な
げ
き
悲
し
む
涙

は
海
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
空
也
上
人
は

こ
れ
を
あ
わ
れ
み
、
祇
園
牛
頭
天
王
に

参
籠
し
て
お
告
げ
を
う
け
、
長
さ
一
丈

の
十
一
面
観
音
を
自
ら
作
っ
た
。
そ
れ

を
車
に
乗
せ
て
引
き
回
し
、
御
念
仏
を

唱
え
、
茶
を
煎
じ
て
茶
笑
で
か
き
ま
わ

し
、
観
音
に
お
供
え
し
て
か
ら
温
病
一
の

人
々
に
あ
た
え
た
と
こ
ろ
が
、
こ
と
ご

お兄ちゃん（大介〈ん、 6歳） とのけんか

が絶えないわんぱく坊や。
にんじん

人参やふきか好きという、おとなびた食べ

物し好の登〈んは、乗り物をみると指をさし

て喜びます。
今 e ◆ ● 争 寺 ひ 争 ● 守 ･ ●

＝

三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三

三

三

三

一
三

三

三

三

三
三
一
三
圧

と
く
病
気
が
な
お
っ
た
。
上
人
が
念
仏
‐

を
勧
め
唱
え
さ
せ
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
川

病
苦
が
や
ん
だ
。
貴
賤
万
民
よ
ろ
こ
ぶ
‐

事
限
り
か
な
か
っ
た
。

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
①
⑮
続
自
然
か
ら
学
ぶ
。

噌鷲識嘗勢 減

紋ろ是驚ユ鯉,-､山
の様心の敏子延城
考な三羽せ署賓國
睡れ昨とき､-ノー四
ユパヰ千ろ六年季
摸衣か.島岡の刻物
すのざ也処巻山語

圃者戯年京
と喜せ、‐ノ童
云袈さ四，‐、
ふ垂ろの明
心岡巻暦
立作1四

第
九
回
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い

最
優
秀
賞
四
年
生
の
部

栗
山
知
子
さ
ん
（
東
小
）

茎
拳
先
一
元
ｈ
ノ

茶
蛇
皮
の
同

'~

鞭‘

琴

、齢熱蔦：

ふ懲鷺

霧

鰯燕
；
…
！
；
：
、
、
：
：
名
の
通
り
山
吹
き
色
で

す
。
花
び
ら
は
五
枚
で
、
枝
の
先
の
ほ

う
か
ら
咲
き
は
じ
め
ま
す
。
両
側
交
互

に
花
が
咲
き
、
満
開
時
は
き
れ
い
に
二

列
に
な
っ
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

そ
の
ヤ
マ
ブ
キ
を
家
に
持
ち
Ｉ

帰
っ
た
り
学
校
に
持
っ
て
い
き
、
γ恥鉛

教
室
に
飾
っ
た
り
し
ま
す
。
、
，

失
わ
れ
ゆ
く
自
然
ゞ

で
も
、
そ
の
よ
う
な
美
し
い
獄
識

自
然
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
＃当

い
ま
す
。
今
ま
で
は
道
の
そ
ば

に
、
ヤ
マ
ブ
キ
の
ほ
か
、
ノ
イ

バ
ラ
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ス
ミ
レ
な

ど
の
美
し
い
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
道
路
工
事
の
た

め
に
土
手
の
と
こ
ろ
が
固
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
、
曲

が
り
く
ね
っ
た
で
こ
ぼ
こ
の
道

菱蝋溌瀧溌 Iー

春
に
な
る
と
、
学
校

の
行
き
帰
り
の
土
手
に
、

ヤ
マ
ブ
キ
の
花
が
咲
き

は
じ
め
ま
す
。
枝
を
道

の
ほ
う
ま
で
伸
ば
し
て

〃
き
れ
い
で
し
よ
、
７
〃

と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

大
好
き

キ
は
バ
ラ
科
で

私
は

で
す
。 ヤ
マ
ブ
キ
が

ヤ
マ
ブ

）
｝
』言

ｊ
て
ぴ

識

…
[品､N連主､

識罵沙
､ 孝 矛

燕誕溌Ⅱ

あ
き

君
田
中
一
年
鈴
木
聡
子

も
、
広
い
ま
っ
す
ぐ
な
道
路
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

交
通
が
便
利
に
な
る
の
は
良
い
こ
と

な
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
自
然
が

破
壊
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
別

で
す
。
近
代
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
少

し
ず
つ
自
然
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

道
が
良
く
な
れ
ば
交
通
量
が
多
く
な

り
、
交
通
公
害
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

道
路
の
整
備
も
い
い
の
で
す
が
、
そ
の

中
で
、
君
田
の
自
然
を
出
来
る
だ
け
こ

わ
さ
ず
に
、
残
し
て
い
く
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

篝
強
蕊

下君田より上君田へ向かう登校道

も幅広く舗装されたが……
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■

私の

チャー／、

ポイント
①● ● ●

鈴木君枝さん

Ⅵ
郡
膨
駒
可
〃
も
町
〃
偽
那
〃
⑦
寸
胤
Ｗ
仁
側
可
侮
励
可
侮
り
可
〃
防
那
〃
励
可
膨
怜
郡
膨
駒
可
〃
倫
寸
〃
駒
町
〃
励
啄
”
防
げ
〃
⑦
可
〃
９
町
”
駒
可
〃
伽
可
復
伽
可
〃
⑦
那
汐
伍
部
沙
臼
Ｊ
宵

，

…

…

；

！

…

、
(下手綱

(a23 2111 内線262

I

Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
，
，
，
１
，
１
；
１
１
１
，
！
；
…職

え
っ
／
私
が
市
報
に
載
る
ん
で
す
か
現
代
的
セ
ン
ス
に
豊
ん
で
い
る
か
と
一

あ
！
と
（
ち
ょ
っ
と
た
め
ら
っ
て
）
思
い
き
や
、
「
お
花
も
長
い
こ
と
習
っ
一

で
も
光
栄
で
す
／
と
す
ぐ
Ｏ
Ｋ
の
返
事
て
い
る
ん
で
す
》
と
、
お
し
と
や
か
な
一

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
？
一
面
も
。

う
ぐ
＃
ん
：
．
…
明
る
い
と
こ
ろ
か
な
。
明
今
年
は
少
し
運
動
し
よ
う
か
と
思
っ
》

る
く
て
お
し
ゃ
べ
り
な
の
で
、
友
だ
ち
て
い
る
ん
で
す
。
太
陽
の
下
で
体
を
動
一

に
な
り
や
す
い
み
た
い
。
血
液
剛
も
０
か
し
て
、
心
身
と
も
に
充
実
し
た
年
に
》

側
、
ち
ょ
っ
と
そ
そ
っ
か
し
い
ん
で
す
し
た
い
で
す
ね
。

一

け
ど
ね
：
…
．
と
、
と
て
も
か
わ
い
ら
ｌ
今
、
欲
し
い
も
の
は
１

章

し
く
て
チ
ャ
メ
ヅ
ケ
た
っ
ぷ
り
。
え
ｌ
、
や
は
り
人
生
の
よ
き
パ
ー
ト
一

一
、
二
年
の
つ
も
り
て
農
協
に
就
職
ナ
ー
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
エ
レ
ク
ト
）

し
た
の
が
、
も
う
六
年
も
た
っ
ち
ゃ
っ
ｌ
ン
も
欲
し
い
し
、
海
外
旅
行
も
し
た
》

て
．
．
…
．
。
仕
事
は
企
画
管
理
課
で
経
理
い
し
・
…
：
。
ち
ょ
っ
と
欲
ば
り
か
な
。
《

を
柵
当
、
映
画
を
み
る
の
が
大
好
き
で
と
肩
を
す
ぼ
め
て
、
ニ
ッ
コ
リ
。

一

最
近
み
た
の
は
「
ゴ
ー
ス
ト
・
パ
ス
タ
※
次
は
、
生
化
学
工
業
の
小
野
明
美
》

ｌ
ズ
」
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
よ
。
さ
ん
に
傘
ハ
ト
ン
タ
ヅ
チ
し
ま
す
。
尋》

一

去
る
十
二
月
二
十
三
日
㈹
、
向
洋
台

団
地
で
は
、
自
桔
会
主
催
に
よ
り
、
家

庭
で
の
初
期
消
火
の
た
め
の
訓
練
を
行

あ
な
た
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

向
洋
台
で
消
火
訓
練

一
）

あわてずに落ち着いて

一

い
ま
し
た
。
市
の
消
防
本
部
か
ら
指
導

貝
を
招
き
、
消
火
に
関
す
る
講
話
と
、

消
火
器
を
使
用
し
て
実
践
訓
練
を
し
た

も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
老
若
男
女
約
六
十
名
、

消
火
器
は
持
っ
て
い
て
も
使
い
方
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
人
も
あ
り
、
た
い
へ
ん

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
火
器
な
ど
は
使
用
し
な

く
て
も
よ
い
よ
う
、
日
ご
ろ
の
火
に
対

す
る
注
意
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
訓
練

を
通
し
、
火
に
対
す
る
考
え
方
も
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

写
真
、
文
と
も

向
洋
台
自
治
会
事
務
局

渡
辺
皆
身
さ
ん
か
ら
の
投
稿
で
す
。

一
月
二
十
七
日
㈹
文
化
会
館
で
、

》
笥
筆
両
畦
叶
一
浬
鑑
催
差
峰
畔
皿
蛙
唇
痙
蝿

》
れ
ま
し
た
。

、

》
交
通
安
全
の
功
労
者
、
ポ
ス
タ
ー
コ

ー
ン
ク
ー
ル
（
小
・
中
学
生
の
作
品
）
の

》
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
事
故
追
放

》
を
願
っ
て
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

》
今
年
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
か
交

》
通
ル
ー
ル
を
守
り
事
故
の
な
い
明
る
い

》
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
、
７
と
誓
い
あ
い
ま
し

《
た
。

壷

ズたかはぎあれこれ壷

700年前に、古墳と呼ばれる死者を葬る墳

ようになりました。仁徳天皇陵や高松塚古

墳などが有名ですが、高萩地方にも現存す

古墳か確認されています。その中て最大規

が、赤浜にある琵琶墓（塚）古墳です。 さ

形は次のうちどれでしょうか。

前方後円墳 3．方墳 4．上円下方墳

古墳の形 天1
前方後円墳 方 墳 上円下方墳

クイ〆

事
故
の
な
い
ま
ち
に

し
ま
し
ょ
う

〆
｝ 今から1500～1

丘がつくられる

首、江田船山古墳を

もので約30の

と思われるの

この古墳の

円墳 2 ．

つ

模と

〆
』

1

円 墳

_‐

嵩醤
「
ワ
ァ
ー
鬼
が
来
た
ぞ
。
…
：
」

十
五
人
の
年
男
が
そ
ろ
っ
て
豆
ま
き

雲畢

庭毒｡
答えのわかったかたは、

きでお知らせください。

答えと正解者（1名）は

た高萩に関するクイズで出

ような問題がありましたら

市民活動課広報広聴係までは力

、市報3月号で紹介します。 ま

題や解答がひろく市を紹介す~る

、 あわせてお知らせください。
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一
月
十
四
日
、
昔
、
農
家
な
ど
で
、

木
の
枝
に
ま
ゆ
の
か
た
ち
を
し
た
も
ち

や
ダ
ン
ゴ
を
つ
け
て
、
五
殼
豊
穣
を
祈

っ
た
伝
統
行
事
、
「
飾
り
も
ち
二
う
ら

も
ち
、
ま
た
は
ま
ゆ
玉
と
も
い
わ
れ
る
。
）

が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
昔
の
お
正
月
の
風
習
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
、
一
月
十
四
日

㈲
、
萩
が
丘
・
上
烏
名
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
団
長
、
根
本
昇
さ
ん
α
わ
が
中
心

に
な
っ
て
、
「
飾
り
も
ち
」
の
行
事
を
復

活
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
萩
が
丘
・
上
烏
名
地
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
貝
、
約
四
十
名
が
、

根
本
さ
ん
た
ち
に
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

約
半
日
が
か
り
て
飾
り
付
け
を
し
ま
し

昔
の
風
習
を
“
蕊
《

簿
子
ど
も
た
ち
に

た
・
一
つ
の
大
き
な
み
ず
木
（
秋
山
小

学
校
に
寄
贈
）
と
、
各
家
庭
に
飾
る
分
、

四
十
個
の
み
ず
木
の
枝
に
、
お
母
さ
ん

た
ち
が
用
意
し
た
、
赤
、
白
、
黄
、
緑

色
の
四
色
の
も
ち
を
、
ま
る
め
た
り
、

も
じ
っ
た
り
し
て
木
の
枝
に
付
け
、
に

ぎ
り
過
ぎ
て
、
手
あ
か
が
い
っ
ぱ
い
つ

い
て
い
た
お
も
ち
も
ち
ら
ほ
ら
。
そ
れ

で
も
、
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
み
ご
と
な

「
飾
り
も
ち
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
み

た
い
だ
ね
」
と
大
喜
び
、
お
母
さ
ん
た

ち
は
、
昔
ぱ
な
し
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
「
飾
り
も
ち
」
は
、
旧
歴
の
正

月
二
十
日
ま
で
飾
ら
れ
、
そ
の
後
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
揚
げ
飾
や
お
汁
粉
に

し
て
食
べ
る
そ
う
で
す
。 凧クリスマスツリー

みたいだね〃
噂＝

…
でん､裁斡：ﾈ〃､蕊; { ~ ;ゞ〆 ＃: "『 “蕊、…~

田楽や報ツダ霧に
舌づ:うみ農

（

～各地で鳥追い ～

町
児
童
公
園
で
「
烏
追
い
」
を
行
い
ま

す
。
「
い
ろ
り
」
を
囲
ん
で
楽
し
い
一

ま
た
、
大
和
町
子
ど
も
会
で
は
、
二

月
十
六
日
出
、
午
後
一
時
か
ら
、
大
和

は
じ
め
一

松
や
し
め
飾
り
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
慨

一
月
十
四
日
市
内
各
地
（
約
十
か

所
）
で
「
烏
追
い
（
と
り
お
い
）
」
の
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
烏
追
い
」
は
、
五
殼
豊
穣
と

無
病
息
災
を
祈
る
農
村
行
事
の
一
つ
で

す
。
近
く
の
山
か
ら
シ
ノ
や
竹
を
集
め

約
半
日
が
か
り
で
小
屋
作
り
を
。
そ
の

小
屋
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
い
ろ
り

を
囲
み
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
作
っ
た
あ

ま
酒
や
田
楽
（
で
ん
が
く
）
、
ゞ
ヘ
ッ
タ
ラ

な
ど
を
食
べ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
十
四
日
の
夜
は
、
寒
さ

も
ひ
と
し
お
、
雪
も
ち
ら
つ
く
中
、
子

ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
十
五
日

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

や
し
ま
し
た

楽
な
ど
に
舌
づ
つ
み
し
な
が
ら
宝

い
ま
し
た
。

田
武
男
異
‐

を
壊
し
｝

子
ど
も
た
ち
に
広
め
よ
う
と

島
名
の
仲
良
し
子
ど
も
会

朝
は
五
時
ご
ろ
か
ら
集
ま
、

‐-

）
試
み

お
正
月
に
使
わ
れ
た
力

て
は

Ｊ
ど
も
た
ち
も
田

烏
追
い
の
行
事

会
長
害

へ
了
生
‐

小
ドニーゴ

l至

寒くなんかないぞ 千代田 関口おいしいね
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ヨ

現
代
社
会
に
お
い
て
、
男
性
の
イ
メ

ー
ジ
は
力
強
く
、
男
ら
し
さ
を
強
調
し

て
い
る
も
の
で
、
私
た
ち
婦
人
に
は
、

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
格
言
を
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
「
女
と
馬
と
ク
ル
ミ
の
木
は
、

ぶ
て
ば
ぶ
つ
ほ
ど
、
良
く
な
る
。
」
男

女
平
等
と
は
い
え
、
日
本
の
古
い
思
想

「
女
は
従
順
で
あ
れ
」
と
願
う
の
は
、

全
世
界
、
根
本
的
に
は
皆
同
じ
で
は
な

い
か
と
感
じ
と
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
生
涯
教
育
の
た
め
の
機
関

は
各
地
に
あ
り
、
適
性
を
決
め
る
た
め

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
方
向

づ
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
公
民
館

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

数
多
く
あ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

が
広
く
活
動
を
実
施
し
、
講
習
会
、
学

習
会
等
を
再
教
育
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

再
就
職
を
望
み
な
が
ら
、
無
資
格
、
無

訓
練
者
が
多
く
、
そ
れ
を
補
う
職
業
訓
練

所
、
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
か
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
学
ぶ
の
は
、
九
十
五

％
が
未
婚
の
母
で
あ
り
、
社
会
福
祉
の

援
助
金
を
受
け
た
り
、
低
給
者
で
精
神

的
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
人
た
ち
で
、

彼
等
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま

カ
ナ
ダ
②

小
林
静
江
（
有
明
町
）

ばさ

2）

す
。
ま
た
、
母
親
が
訓
練
を
受
け
て
い

る
間
は
保
育
所
施
設
も
あ
り
、
安
心
で

き
る
と
の
こ
と
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
分
の
能

力
に
あ
っ
た
も
の
を
無
理
な
く
提
供
し
、

訓
練
、
指
導
が
ゆ
き
届
い
て
、
自
分
に

あ
っ
た
も
の
を
、
自
分
で
見
出
し
、
有

職
者
も
負
担
に
な
ら
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
志
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
か
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ソ
ー
ス
（
資

源
）
セ
ン
タ
ー
等
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
奨
励
し
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
方
向

づ
け
、
指
導
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入

り
込
む
。
社
会
教
育
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
教
育
し
な
が
ら
う
ま
く
彼
等
を
使

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
時
か

ら
学
校
教
育
に
組
み
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
あ
り
か
た
を
学
び
、
実
践
し
て

い
る
の
て
す
。

個
人
主
義
の
徹
底
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
。

十
八
歳
で
互
い
に
自
立
で
き
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
、
親
が
子
を
独
立
す
る
に
充
分

育
て
な
か
っ
た
こ
と
で
、
親
の
責
任
だ

と
い
う
。
子
ど
も
と
の
同
居
に
対
し
て

〃
ネ
バ
ー
〃
と
ひ
と
こ
と
、
老
人
の
方

思
い
出
の
カ
ナ
ダ
に
て

小
林
さ
ん
（
中
央
）

（
）

で
離
れ
た
が
る
と
子
は
い
い
、
子
ど
も

が
離
れ
た
が
る
と
親
は
い
う
。
子
ど
も

が
去
っ
た
後
、
夫
婦
は
二
人
で
暮
ら
す
。

ま
た
、
一
方
が
世
を
去
っ
た
時
は
、
寂

し
い
独
居
老
人
と
な
る
か
、
老
人
ホ
ー

ム
暮
ら
し
と
な
る
そ
う
で
す
。
孤
独
に

徹
し
た
カ
ナ
ダ
の
老
人
た
ち
の
優
し
さ

か
胸
を
痛
め
ま
す
。

日
本
は
、
単
一
民
族
で
、
単
一
言
語
、

天
然
資
源
の
乏
し
い
、
狭
い
島
国
の
中
、

カ
ナ
ダ
は
、
歴
史
の
浅
い
移
民
の
国
で

す
。
母
国
を
捨
て
、
新
し
い
土
地
で
生

き
る
こ
と
は
厳
し
く
、
生
き
残
る
た
め

戦
い
ぬ
い
て
き
た
多
民
族
の
文
化
が
あ

り
ま
す
。
十
年
、
二
十
年
と
積
み
上
げ

る
未
知
の
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
を
築
く

可
能
性
を
持
っ
た
文
化
で
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

洲
＃
＃
馴
謬
ｖ
４
…
＃
＃
ｆ
列
擬
ｉ
参
…
Ｉ
鈴
？
，
…
Ｉ
ｆ
…
列
＃
小
型

苧

一
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
を

畳

、

一
お
聞
き
し
ま
す
透

雰

電
話
教
育
相
談
《

一
○
相
談
時
間

中墓》

》

》
日
雌
、
祝
日
を
除
く
妊
日
午
削
卜
時
一

瀞
誹
珊
鰹
頃
．
儘
噛
耐
畔
睡
一

》

一
○
相
談
員
蓋

》
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
所
ス
タ
ヅ
ブ
》シ

一
○
相
談
先
廷
辞

売

亮

一
殿
城
始
矧
一
咋
耶
識
毒
雑
話
小
話
圭
劃
》

鈴

一
○
二
九
四
’
五
二
一
’
六
八
七
Ｏ
）
一

》
相
談
上
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
》

幸

一
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
一

》
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
＆

一

声
分
Ⅵ
凸
芋
ｖ
め
す
ｆ
凸
与
ｖ
凸
か
ｖ
凸
与
ゾ
ハ
寺
．
丁
も
汗
ｒ
曲
か
ｖ
弘
号
い
ふ
浄
子
＆
Ｉ
か
Ｙ
凸
か
‐
Ｔ
曲
幸
ｖ
由
子
い
凸
多
狐

１
１
旧
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

〈
こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
〉

▽
か
ぜ

ｌ
今
年
の
風
邪
は
ど
う
で
す
か
？
ｌ

答
風
邪
を
ひ
く
と
、
子
ど
も
は
せ
き

が
続
き
気
管
支
炎
な
ど
を
お
こ
し
や

す
く
、
老
人
は
二
、
三
日
元
気
が
な

い
と
思
っ
て
い
た
ら
肺
炎
を
お
こ
し

て
い
た
り
し
て
、
油
断
が
で
き
ま
せ

ん
。
や
は
り
疲
れ
て
い
る
と
か
、
身

山
之
内
製
薬
株
式
会
社
か
ら

二
百
万
円
の
寄
附

十
二
月
二
十
七
日
附
、
山
之
内
製
薬

株
式
会
社
の

取
締
役
生
産
部
長
松
井
昭
三
さ
ん

高
萩
工
場
長
伊
坂
一
郎
さ
ん

の
二
人
が
市
長
を
訪
ね
、
市
制
施
行
三

十
周
年
記
念
と
し
て
、
高
萩
市
に
二
百

万
円
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

〆
》

鐸 灘
擁

蕊 体
の
状
態
が
悪
い
と
風
邪
を
ひ
き
や

す
い
で
す
ね
。

ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
い
い

で
す
か
Ｃ
ｌ

答
ひ
き
か
け
た
な
と
感
じ
た
ら
、
早

寝
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
普

段
か
ら
う
が
い
、
手
洗
い
を
欠
か
さ

な
い
こ
と
で
す
ね
。
う
が
い
で
ウ
イ

ル
ス
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
気
道
に
湿
気
を
与
え
、
抵

抗
力
を
つ
け
ま
す
。
手
洗
い
は
予
防

に
な
り
ま
す
。
舞
い
上
っ
た
飛
沫
は

漂
っ
て
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
に
つ
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
触
れ
て
目
や
鼻
を

こ
す
っ
て
い
る
う
ち
に
体
の
中
に
入

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら

体
調
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
ね
。

昭
和
二
十
六
年
度
の
高
萩
中
卒
業
生

一
同
が
、
田
所
幸
一
さ
ん
作
の
「
モ
ン

ス
テ
ラ
ン
の
あ
る
静
物
」
由
を
、
母
校

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
作
品
と
石
井
満
校
長
先

生
で
す
。

高
萩
中
卒
業
生
が
寄
贈

灘
蕊
溌
蜜

§

灘
蕊騨
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害
実
１
〃
１

〃
１
″
〃
〃
〃

県
民
交
通
災
害
共
済
が
つ
く
ら
れ
て
い

死
霧

ま
す
。
お
と
な
一
人
六
百
円
、
子
ど
も

災
、
ｉ

金

（
中
学
生
以
下
）
三
百
円
を
払
い
込
ん

霊
諦
１
２
３
４
５
６
７
８

尺
一
軍
、
Ｊ

戸哩当

言
、
’
吟
画
、
、
４
が
ｂ
鞄
。
毎
・
、
凸

１
１
Ｐ
・
“
■
争
一
、

で
お
き
ま
す
と
、
い
ざ
と
い

21治
療実

1
〃

1
〃

４
’
５

1

〃

I

《
う
と
き
に

う
か
高
萩
保
健
所
（
盆
二
二
’
二
六
二
の
設
置
者
に
定
期
的
な
保
守
点
検
、
情
ま
た
、
清
掃
の
時
期
は
、
保
守
点
検

八
）
へ
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
し
掃
Ⅱ
維
持
管
理
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
に
基
づ
き
委
託
し
た
維
持
管
理
業
者
が
、

尿
浄
化
槽
は
、
信
用
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
こ
の
維
持
管
理
は
、
専
門
的
な
技
術
を
そ
の
時
期
を
指
示
し
ま
す
が
、
年
一
回

製
品
を
選
び
、
そ
の
工
事
は
県
の
名
簿
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
県
の
名
簿
登
載
な
い
し
二
回
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
別
表
の
見
舞
金
額
を
ご
く
簡
単
な
手
続
間
）
の
受
け
付
け
は
、
二
月
一
日
か
ら

県
民
交
通
災
害
共
済
き
で
、
す
ぐ
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
っ
市
役
所
市
民
相
談
室
（
恋
二
三

｜二

見
舞
金
は
最
高
百
万
円
て
い
ま
す
。
二
内
線
一
二
四
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
自
分
や
家
族
が
交
通
事
加
入
す
る
に
は
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ど
な
た

故
に
あ
う
こ
と
を
「
ま
さ
か
：
…
・
」
と
六
十
年
度
分
（
四
月
一
日
か
ら
一
年
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

い
う
よ
う
に
考
え
て
い
な
い
て
し
よ
う

か
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
一
瞬
の
間

に
起
こ
り
ま
す
。

き
急
場
を
し
の
い
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

区

魁
叩
一
油

日
数
81日

51

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
と

亡
一
以

以

以

事
故
の
痛
ま
し
さ
は
お
金
で
償
え
る

分一

上

上

」

見舞金額

100万円

30万円

25万円

20万円
21日以上

91日以上
15万円

＝

61日以上
〃

41日以上

10万円

8万円

6万円
21日以ロ

〃

3万円９
ｍ

8日以」
〃

2万円3日以」

身障|調'亨諒該当 50万円

※自動車安全運転センター所長の発行する

事故証明が必要ですので、事故の場合は

かならず警察署に届けてください。

※事故証明がない事故は、 9等級（3万円
±デ:､学､十
÷LLツハ

１
１
」
↑
ｒ
季
、
「
ノ
に

法
定
検
査
制
度

近
年
、
し
尿
浄
化
槽
の
設
置
基
数
が

大
幅
に
増
加
し
、
公
共
の
水
域
の
汚
染

等
を
引
き
起
こ
す
例
が
、
し
ば
し
ば
み

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
厚
生
省
令
の

改
正
に
よ
り
、
五
十
五
年
一
月
か
ら
、

年
一
回
公
的
機
関
に
よ
る
し
尿
浄
化
槽

の
定
期
的
な
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受

け
る
こ
と
が
設
置
者
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
県
内
で
法
定
検
査
が
で
き
る

機
関
は
、
次
の
一
法
人
だ
け
で
検
査
員

は
必
ず
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま

す
。
社
団
法
人
茨
城
県
浄
化
槽
セ

ン
タ
ー
、
水
戸
市
中
央
二

九
’
二

オ
ォ
ワ
ビ
ル
ニ
Ｆ
盆
○
二
九
二
’
二
七

’
四
八
一
二
㈹

詳
し
く
は
、
高
萩
保
健
所
へ

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
年
金
の

あ
ら
ゆ
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
○○

八
日
㈱
午
前
十
時
～
午
後
三
時

常
陽
銀
行

○
十
三
日
附
午
前
十
時
～
午
後
二
時

商
工
会
（
厚
生
年
金
の
み
。
）

○
十
五
日
③
午
前
十
時
～
午
後
三
時

茨
城
相
互
銀
行

○
二
十
二
日
③
午
前
十
時
Ｉ
午
後
三
時

中
央
公
民
館

二
月
の
年
金
相
談

》

受
験
校
が
決
ま
っ
た
ら

お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

「
国
の
進
学
□
ｌ
ン
Ｌ

ご
利
用
い
た
だ
け
る
か
た

今
春
、
高
校
・
短
大
・
大
学
・
各
挿

専
門
学
校
へ
進
学
さ
れ
る
か
た
の
ご
父

兄ご
融
資
額

一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円

融
資
期
間

進
学
す
る
学
校
の
修
業
年
限
以
内
、

（
た
だ
し
、
短
大
は
三
年
以
内
）
母
子

家
庭
、
交
通
遺
児
家
庭
の
か
た
に
つ
い

て
は
修
業
年
限
に
一
年
の
延
長
が
で
き

ま
す
。

利
率

年
七
・
六
％
（
利
率
は
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
）

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済
、
ご
希
望
に
よ

り
ボ
ー
ナ
ス
月
二
、
七
月
）
増
額
返

済
も
併
用
で
き
ま
す
。

お
取
り
扱
い
期
間

昭
和
六
十
年
四
月
末
日
ま
で
。
詳
し

く
は
、
国
民
金
融
公
庫
日
立
支
店
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
恋
○
二
九
四
’
二
四
’
二
四
五
二

寒
波
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

昨
年
の
二
月
に
は
、
大
寒
波
の
襲
来

に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
事
故
が
続
出
し

ま
し
た
。
今
年
も
厳
し
い
寒
波
か
ら
水

道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ｌ
水
道
課
Ｉ

13

単
独
処
理

、

、
20人

以下

21人以上

300人以下

全
ば
つ
気
式
方
式

、
灯
一
口

か
１

３
に

月
胴

か
１

２
に

分
離
接
触
ば
つ
気
方
式

分
離
ば
つ
気
方
式

単
純
ば
つ
気
方
式

4か川
に1 11'I

月
回

か
１

３
に

散
水
ろ
床
方
式

平
面
酸
化
床
方
式

地
下
砂
ろ
過
方
式

6か月

に1 1，1



日曜当番医
1

璽
諺
謙
瀞

識““、
“
“
》
稗
一
“
一
鐸
“
、 陸_Ⅲ 医院春日町’23-3100

爵 2月10日;溌

＃

十

東

高

東

院
院
院
院

医
医
医
医

王
土
原
花

十
白

諸
立

王町32-3266

本町22-2697

戸 23－3113

本町22-3512

32－3266

鷺
2月17日

譲
ﾐｰ認

2月24日…

＃
『

3月3日

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです
嘩鐙雷零寧W蕊惑息麗讓驚

三
＝

三
＝

＝

＝

＝

＝

＝
巴＝

○
キ
リ
ス
ト
教
聖
児
幼
稚
園
高
萩
分
園

三
万
七
千
三
百
三
十
五
円

身
障
者
の
た
め
に

○
高
萩
小
学
校
児
童
会

一
万
五
千
円
身
障
者
の
た
め
に

○
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
婦
人
部

も
ち
米
九
十
姥
社
会
福
祉
へ

○
鈴
木
豊
男
さ
ん
日
立
市

""溌許笠軍蕊瀞謹 ？－℃■毒溢議識鬘五溌蕊識雷？…-≦＝
三 ’

三円
春 三

■

V
三

三

間もなく寒も明け、立舂を迎えようとしている。花 三三
屋の店先きには、多彩なプリムラやシクラメンそして 三

三

アネモネなど早舂の花が豊富に出廻り、店頭が華やい 三
で見える。まだ寒さも続くと思うが、日脚も大分伸び 菫朴

＝＝ ト L

て、舂遠からじの感がしてきた。 ＝ 云三 夢△

絵と文伊藤龍馬 三幅
二祉
二＝

' '' ' ' ' ' ' ' 1 ll ll l l l l l l l i l il l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l Il l ll l l l l l l ll lI| | | | | |Ⅱiil l l l l l l l l ll l l l l l l l lil l l l l l l l l Il l l ll l l l l lll l l l l l l l ll l ' '' ' 1川' ' ' ' '' ' ' ' ' 1 l l l l l l l l l l l l ll l l l l l l l1 l I' ' ' ' ' ' 11 1覇 ゾー、

善
意
あ
、
ノ
が
と
う

。

囮
歳
末
助
け
合
い
に

○
小
野
た
ま
江
さ
ん
七
百
十
八
円

○
生
長
の
家
高
萩
相
愛
会
一
万
円

○
老
人
ク
ラ
ブ
安
良
川
八
幡
会

四
千
九
百
十
五
円

○
高
萩
市
遺
族
会
婦
人
部

八
千
百
五
十
八
円

○
塩
畑
愛
子
さ
ん
一
万
五
千
円

○
木
田
常
雄
さ
ん
五
千
円

○
小
林
ト
ミ
さ
ん二

千
七
百
五
十
四
円

○
児
玉
美
智
枝
さ
ん

四
百
八
十
一
円

○
塩
畑
敬
一
さ
ん四

千
八
百
八
十
四
円

○
平
子
八
重
子
さ
ん

一
万
二
百
二
十
円

○
み
の
わ
技
芸
学
院
職
貝
生
徒
一
同

一
万
二
千
三
百
三
十
六
円

○
石
一
郎
さ
ん
一
万
二
百
円

○
日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工
場
管
理
職

一
同
八
万
円

○
立
正
校
成
会
茨
城
教
会
青
年
部

○
高
萩
市
母
子
福
祉
会

三
千
七
百
二
十
九
円

○
愛
正
園
八
千
七
百
八
十
六
円

○
県
北
地
区
連
盟
九
千
九
百
三
十
円

○
熊
代
ミ
ョ
シ
さ
ん
千
六
百
四
円

○
上
君
田
子
ど
も
会
一
万
円

○
農
用
地
開
発
公
団

六
千
二
百
三
十
円

○
日
本
加
工
製
紙
㈱
サ
ウ
ン
ド
リ
ミ
ッ

ト

三
万
円

十
万
円

○
北
部
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
場

三
万
六
千
五
百
円

○
高
萩
商
事
五
千
三
百
二
円

囮
寄
贈
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
大
森
健
さ
ん
秋
山

○
菊
池
貢
さ
ん
安
良
川

○
飯
田
正
巳
さ
ん
島
名

○
伊
東
禮
子
さ
ん
高
萩

‐
蹴
轆
蕊
蕊
熱
榊
零
擦
熱
錘
坤
簿
華
雛
簿
爵
緊
瀞
鞭
薄
謝
噸
齢
蝉
誤
鐵
蝉
舗
轆
縦
平
野
鴬
燕
瀞
辨
舗
謹
軸
静
講
謬
蝿
鰯
坤
弊
騨
癖
蕊
騨
騨
蜂
蕊
蝿
群
蕊
蝉
溌
謨
聯

電話番号案内

～人口と世帯～’ ’息轍鮒二粥
高 萩 市

高萩市。十王町事務1

－2月の納税一一

個定資産税
（4期）

I都市計画税

ｒ
》 前月比

(＋56）人口 33，713高萩市,十王町事務組合(消防本部）

日立･高萩･十王広域下水道蛤

多賀地方農業共済事務組合

高萩市教育委員会

中 央 公 民 館

文 化 会 館

図 耆 館

歴史民俗資料館

市 民 体 育 館

市 営 野 球 場

勤労青少年ホーム

学校給食センター

市民セ ン タ －

老人いこいの家

北部衛生センター

ノい－吟ミ

ンター

タ －

、 の家

ン夕－

８
７
８
剖
酪
ｕ
刈
鴻
砲
卵
刀
亜
粥
弱
師
肥
“
叫
馳
阻

妬
別
的
１
１
４
１
２
５
４
１
４
６
４
８
３
３
１
３
３

２
５
７
１
１
７
７
７
２
５
７
７
５
４
６
４
４
２
３
５

２
２
３
３
３
３
３
３
３
２
３
３
２
２
３
２
２
３
３
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

男 16,516 （＋35）

女 17,197 (+21)

世帯 10,078 （＋9）

和60年1月1日現在）
鰯…奉鴬…掛慧瞬遥鴬騨鐸癖鵜蕊瞬溌議識辮謬鰯爵

国民年金(4期）

納期限 2月28日

(昭和60年1月1
鋪蝉駕捧驚…奉鴬…掛慧瞬遥鴬騨鐸擁静､等舞韓窪篭…輯

》
昭
和
六
十
年
度
の
主
な
予
定

一
六
苛
叫
向
催
馴
恥
唖
私
諏
件
」

一
九
嶮
畔
賢
占
腫
か

一
十
和
訓
銅
向
倒
封
迦
悸
ジ
カ
ル

》
「
冒
険
者
た
ち
」

》
※
詳
し
く
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し

》
毒
味
や
雄
祉
睦
館
壷
二
三

七
四
二

》
田
所
聿
日
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
聿
自
店
、

鴬
唖
嫁
懸
悪
評

函麺楓李》一座》》江琴

ンター

畜場組合

水 場

水 場

場

衛生セ

北茨城と

一 浄

二 浄

葬

言
〈
一
秋

花
高
第
第
火

科学扇噴くば'85
14

ﾒんなで行こう


